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図２　新たな事業展開へのロードマップ（策定中）
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わが国の社会・経済情勢の変化わが国の現状

世界の潮流世界の現状

経営資源の充実経営資源の有効活用

新たな企業形態の展開個別・単独企業による展開

事業領域の拡大

次世代インフラの整備

コンサルティングサービスの拡大現在の役割

現在のコンサルティングサービス

現在の事業領域

国土マネジメント国づくり

海外市場・民間市場の進展国内公共事業

海外事業・民間事業の拡大

新市場・新分野への展開
　・地球環境・エネルギー関連市場
　・安全と安心（防災・リスク管理・社会的弱者サポート関連）市場
　・社会サービス（社会保障・福祉・文化関連）市場

現在

次世代社会インフラの高機能化
　・安全・安心で快適な未来の生活基盤
　・高度化した未来の産業基盤

社会サービスの高度化
　・高齢化社会を支える使い手に優しいサービス
　・ニーズの多様化に応える複合的機能を持ったサービス
　・循環型社会・低炭素社会を実現する環境に配慮したサービス

事業執行マネージャーへの展開
　・事業プロデュース、事業執行の調停・審査・評価

社会サービスの提供主体への展開
　・既存施設の維持・運営に関する公共サービス
　・行政サービスの民間委譲市場における事業運営

公共事業の縮小
非建設市場・民間市場の進展

海外市場の進展

社会資本の整備水準の向上
一方で、基盤整備は質・量ともに不十分

行政改革の進展

社会サービスに対する国民のニーズの変化、既設社会資本の高度化への要請

民間による社会資本の整備・運営の拡大、民間力の活用の進展

成長分野の変化
人類の生存に関わる課題の顕在化（地球環境やエネルギーなど）

安全・安心に関わる課題の拡大（大規模自然災害やテロ、社会的弱者の増加など）

国民生活に関わる課題の拡大（社会保障や福祉、文化など）
社会情勢の変化

建設市場、土木分野

国内公共事業

単一機能の新規施設建設に関する
計画・調査・設計・施工管理

社会資本整備における国民の合意形成支援

事業者の補助・支援

計画・調査・設計・施工管理

既存インフラ施設の維持・管理・修繕

行政サービスの補助・支援

土木分野の調査・設計技術者の集団
多機能型コンサルタントへの対応
　・事業者、マネージャー、プロデューサー、コーディネーター、
　　ファシリテーター、管理者

個別・単独企業による事業展開
企業間連携・業界配置の再編
　・大学・企業とのアライアンス、子会社設立、グループ企業化、M&A

土木分野の技術者集団 優秀な人材の確保・育成
　・多様な役割を担える人材の確保と育成、魅力の創出・増大・PR

土木分野の調査・設計技術
技術力の強化
　・先端技術の導入、専門技術の高度化、共通技術の強化、品質の確保・向上

グローバル化の進展（ひと、もの、金、情報）

グローバルリスクの増大（化石燃料、鉱物資源、伝染病など）

気候変動の顕在化
地球温暖化・気候変動の範囲・規模の拡大、低炭素社会への挑戦

大規模自然災害の頻発、エネルギー需要の拡大、人口爆発と食糧不足

人口増加 人口減少、少子・高齢化の進展、国際競争力の低下

財政の逼迫 財政健全化、小さな政府への移行、民間力の活用

格差の拡大 地方の活性化、地方分権の進展

道州制の導入

国民意識・価値観の多様化
生活様式の多様化

生活の質の向上への要請、社会サービス・システムの高度化への要請
社会システムの透明性・公正性の向上への要請

現状

多
機
能
型
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

世界同時不況
新興国（BRICs、Next-11）の経済発展
日本の経済的地位の低下

経済世界勢力図の変化

国・地域間の競争激化

技術競争・価格競争の激化

生活基盤・産業基盤の質・量充足のための
コンサルティング

技術者個人の技術力強化技術者の自己研鑽

土木分野の技術力向上
専門技術力の深化、新分野の技術習得、周辺技術力（マネジメント、ファシリテーション、ファイ
ナンス、法務、広報、経営等）・共通技術力（情報、環境等）の強化、異業種人材の参入


